
 

 

いつも身近な存在でありたいと思っています 

皆さまこんにちは、社長の近藤です。以前にもご

紹介した2030プロジェクトで、7/22よりリー

ダーシップ研修を開始しました。2030プロジェク

トメンバーは、役員を除く有志メンバーで構成され

現在14名で活動しています。 

リーダーシップ研修は、コーチング、ネゴシエー

ション、マインドフルネスなどを学習することで、

自分の市場価値を高めて自信を持ってもらう目的が

あります。 

そしてその研修は大きく３つに分かれています。 

①2030～2045年の将来予測に関する学び 

変化を体験できるような映画を用いて、変化に対

応できる能力を身に着ける。 

②自分の市場価値向上に結びつく学び 

自分の夢と会社の理想的な未来を両立することを

目指すために、まず自分の市場価値を高める。 

③自分の夢を実現するための学び 

自分の夢と会社の理想的な未来を両立することを

目指すために、自分がやりたいことを描く。 

８月には各自が課題映画を見た上で、発表する場

面がありました。そんな発表の場面では、次の３種

類のフィードバックを黙って受けるというルールが

あります。 

（１）ポジティブフィードバック 

何がよかったか？ 

（２）建設的なフィードバック 

どうすれば、より価値を高められるか？ 

（３）顧客視点のフィードバック 

足りない視点はどこか？ 

このようなことを繰り返していく中で、少しずつ

ではありますが、参加メンバーの自ら考える力や積

極性が芽生えているように感じています。 

 リーダーシップ研修の開始 



 

 

 

 皆様こんにちは、長い梅雨が明けていよいよ本格的に暑い夏がやってきまし

た。毎年のことですが、この時期は人もトマトも暑さにやられて、本来の力を

発揮できません。その割に株自体の伸びやわき芽などの不要なものの生育は早

く、作業量としては増加します。こまめな休憩や水分補給をしつつ、通常時以

上に作業を進めていくことが秋・冬のトマトの栽培・収穫の鍵となります。 

 さて8月は新たな出荷先として「ポケットマルシェ」を追加しました。詳しく

は「今月のパチリ」で紹介されていますので、そちらをご覧ください。 

 また、羽咋の圃場のサツマイモと米ですが、どちらも自然栽培ということで

生育が心配されていましたが、米に関しては8月中旬ごろに穂が出始めました。

こちらはおそらく10月上～中旬に収穫ができるものと思われます。サツマイモ

はツルの伸びがイマイチで、収穫は10月下旬～11月上旬にできそうですが、出

来栄えは掘り起こしてみてのお楽しみにしておきます。（担当：畠中） 

  

☆トマトを食べてさらに健康に！！

 
 

       農業の取り組み ～農業事業部より～ 

 皆様こんにちは、農業事業部新人のグェン ティ レ クェン です。

今年28歳です。5月から羽咋市宝達志水町の会宝農園で勤務させて

頂いています。それまでは日本で1年以上過ごしてきました。実

際、日本は想像以上に素晴らしいです。日本の景色は本当に綺麗で

す。特に黄昏の景色です。黄昏の太陽を眺めると心が穏やかになります。日本で毎日、色々な体験を楽しみ

つつ、日本の生活に慣れてきました。私は1年前に比べて変わりました、もっと成長できました。 

 一番面白い体験は運転免許を取得した時です。合宿で毎日、勉強だけでした。本当に大変でしたが、一生

懸命努力しましたので、やっと合格出来ました。私は外国人で、日本語もまだ上手じゃなくて、困ることが

いっぱいですが、困った時は皆さんがいつも助けてくれます。ありがたいことです。ベトナムの農業大学を

卒業しましたが、日本のトマト栽培の技術はあまりわかりません。しかし、農業が好きで、毎日、皆様に支

えて頂きつつ、成長していきたいと思います。皆様のお役に立てるように頑張ります。 

 私が一番好きな言葉は「成功するしないに関わらず、努力することに

意義がある」です。皆

様、これからよろしく

お願い致します。        

※写真：クエン本人撮影 

 

● 今月の出番 ●          
 農業事業部  

 グェン ティ レ クェンさんです

   

☆ポケットマルシェ https://poke-m.com/  

http://agribalance.jp/
https://poke-m.com/


 

 

 
   今月のパチリ☆ 

    

 先月の『会宝通信』「農業の取り組み～農業事業部より～」のコーナーでも取り上げましたが、当社が育

てているトマトをオンラインマルシェである「ポケットマルシェ」で販売することになりました。 

 7月に生産者登録をし、本当はすぐにでも販売をしたかったのですが、長雨による日照不足でトマトがな

かなか本来の甘さにならず、お客様には少しお待ちいただいて8月中旬販売開始にしました。この間は「予

約注文受付中」にしていましたが、トマトの収量が追い付かないほどたくさんの注文をいただきました。 

 実際に先月中旬から発送を開始し、お客様から

は「真っ赤なトマトが届き家族で美味しくいただ

いています。トマト好きな家族なのでまた注文し

ます！」、「甘くて粒もちょうど良い。年中販売し

てもらえると嬉しい」、「赤々とツヤツヤしていま

した。きっと今年の長梅雨の中でも、一生懸命大

切に育てられたのだなぁって、生産者さんの思い

が伝わってきました」などなど、たくさんの嬉し

い感想をいただき、胸がいっぱいになりました。 

 これからもお客様に喜んでいただけるトマトが

育てられるように、努力を重ねていきます。 

 写真はポケットマルシェで初出荷したトマトで

す。(担当：川村)  

社員海外レポート  

 こんにちは。Kaiho Middle Eastの畳谷です。7月後半から3週間程KME

オークションはお休みをいただきました。理由は、現地のオークション参加者が宗教行事（犠牲祭）を理由

に休暇をとり帰省してしまうためです。そこで、このタイミングを利用して私も休暇をとらせていただきま

した。 

 私は休暇の間、なるべく外出を控えて自身のスキルアップに費やす時間をつくろうと、KMEスタッフか

ら2種類のスパイスカレーを教えてもらいました。「夏バテにはカレー」なんて昔から言いますが、カレー

に入っているスパイスには健胃作用や食欲増進、消化促進の働きがあるそうです。冷やし中華やそうめんも

美味しいですが、日本の美味しい野菜が入ったスパイスカレーなど一度トライしてみてはいかがでしょう

か！？ 

 さて、9月のシャルジャマーケットですが、犠牲祭の時期に合わせて故郷に帰省しているお客様が休暇を

終えて仕事復帰されます。触媒の取引価格も上昇傾

向であるという情報も入ってきていますので、積極

的に販売とお知らせを再開させていきます。どうぞ

宜しくお願いします。 

 

FROM       

UAE 



 

 

 会宝産業株式会社 国内業務部 
 〒920-0209 金沢市東蚊爪町1丁目21-2 

 

車輌課 （車輌引取り・査定） 

TEL  076-237-5347 

FAX  076-237-1950 

Email : sales@kaiho.co.jp 

部品課 （部品注文/担当：大森・角島・古屋） 

TEL  076-237-5138 

FAX  076-237-6090 

Email : kokunai@kaiho.co.jp 

 毎年8月に開催しておりました「会宝リサイくるまつり」で

すが、今年は新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、誠に

残念ではございますが、開催を見送ることとなりました。 

 その代わり本年は、次の２つのことを実施しました。 

①特別動画 

過去の「会宝リサイくるまつり」のダイジェスト版動画を下記

サイトでご覧いただけます。 

https://www.youtube.com/watch?v=xkWUzPyUAto&feature=youtu.be  

②特別イベント 

「会宝ワクワク工場見学＆ワークショップ」を開催致しまし

た。 

工場見学では普段は見られない工場内を社員の楽しい解説付きで

ご案内し、ワークショップでは会宝産業の事業についてわかりや

すくお伝えする他、車の部品を利用した工作も・・・。今回は

シートベルトを使ったオリジナルペットボトルホルダーを作りま

した。 

 参加者はお子様連れのご家族がほとんどでしたが、みなさん楽

しんでいただけたようで良かったです。そして来年こそは記念す

べき「第10回会宝リサイくるまつり」を開催したいと思っており

ますので、お楽しみに！（担当：佐藤） 

 ホームページもご覧ください。      

 http://kaihosangyo.jp/ 

 ご意見ご要望はこちらまで  

 soumu@kaiho.co.jp （担当：宮村） 

 今月のトピックス ～ 工場見学・お子様向けワークショップ ～          

  相場情報 ～生産部より～ 

2020年8月 見込み台数 

 入庫台数 550台          

 処理台数 550台     

 こんにちは。会宝産業の山口です。長い梅雨が明け、猛暑日が続いたと思ったらもう朝晩は過ごしやすい

気温になってきました。 

 さて、相場はと言うと・・・なかなか動きが無かった数か月でしたが、若干の上げに動いたところが 

多かったのではないでしょうか？景気が上向き、需給が増えたわけではありませんが、市場ではとにかく

「モノが少ない」状況になっており、結果的に価格が押し

上げられた形となりました。金のように、流通量が限られ

ている金属であれば世界的に同じような相場となります

が、鉄のように大量に流通し、国や地域で需要に差がある

ような金属はその地域の条件によって価格は様々になりま

す。大きな電炉が少なく、経済発展の著しいインドにおい

ては建設する為の鉄筋が足らず、スクラップ鉄が40,000

円/トン近くで流通している場合もあるようですね。  

単位：円 単位：円 

https://www.youtube.com/watch?v=xkWUzPyUAto&feature=youtu.be

